
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

      

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年７月30日

上場会社名 イマジニア株式会社 上場取引所  ＪＱ 

コード番号 4644  ＵＲＬ  http://www.imagineer.co.jp 

代表者          （役職名） 代表取締役会長兼ＣＥＯ （氏名）神藏 孝之 

問合せ先責任者  （役職名） 取締役兼ＣＦＯ （氏名）中根 昌幸 （ＴＥＬ）  03（3343）8911 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月６日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,487  3.5  451  13.7  433  3.1  298  22.4

22年３月期第１四半期  1,437  10.1  397  42.8  420  30.3  243  37.7

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  30  05  －      

22年３月期第１四半期  24  19  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  8,631  7,666  88.8  772  19

22年３月期  8,632  7,510  87.0  756  46

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 7,665百万円 22年３月期 7,509百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        10 00 －      12 00  22  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  10 00 －      12 00  22  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,400  △6.1  300  △52.6  300  △54.5  100  △71.8  10  07

通期  4,950  △2.2  750  △37.3  750  △37.5  350  △48.1  35  25



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

新規      －社 （社名）、除外      －社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

なお、上記予想に関する事項は［添付資料］３ページ「１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報」(３)連結

業績予想に関する定性的情報を参照してください。 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 10,649,000株 22年３月期 10,649,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 722,450株 22年３月期 722,390株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 9,926,580株 22年３月期１Ｑ 10,072,475株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

    当第１四半期連結会計期間の国内経済は、輸出、企業収益、個人消費などが持ち直してはおりますが、失業率が

依然として高水準であることや物価動向は緩やかなデフレ状況にあり、引き続き厳しい状況にあります。 

    当社グループを取り巻く事業環境につきましては、電気通信事業者協会の調べにおける平成22年６月末現在で

は、携帯電話の契約数は113百万台（前年同期比4.8％増）となっており、その内、第三世代携帯電話の契約数は

111百万台と全体の契約数の97.7％を占めております。また、携帯電話の技術の進化や家庭用ビデオゲーム機の新

型の携帯型ゲーム機の発表、顧客ニーズの変化など事業環境は激しく変化しております。 

    このような経営環境下におきまして、当社グループの中長期の経営方針を「新たな成長へのチャレンジ」と定

め、中長期的な収益モデルの育成に注力するため、既存事業及び新規事業において、研究開発費や人員増強に経営

資源を投入してまいります。 

    この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高1,487,379千円（前年同期比3.5％増）、営業利益

451,927千円（前年同期比13.7％増）、経常利益433,029千円（前年同期比3.1％増）、四半期純利益298,312千円

（前年同期比22.4％増）となりました。 

    なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。 

   （モバイルコンテンツ事業） 

    モバイルコンテンツ事業におきましては、キャラクターを中心にエンターテイメント及びエデュケーションの両

分野の集客力の高いコンテンツを活用しながら、オープンプラットフォーム向けなどの市場環境の変化に対応する

サービスを提供しております。また、顧客あたりの単価の向上を図るため、従量課金によるプレミアムコンテンツ

の提供販売、きせかえ、装飾メール等の成長分野に対するサービスの提供に取り組んでおります。 

    上記の結果、有料・無料を合わせ109サイトを運営しております。業績においては、売上高945,802千円（前年同

期比9.9％減）、営業利益357,636千円（前年同期比15.3％減）となっております。 

   （モバイルコマース事業） 

    モバイルコマース事業におきましては、キャラクターに関するモバイルサイト上でのグッズ販売において、魅力

ある商品の安定供給を図りながら、モバイルコンテンツの付加価値向上、顧客あたりの単価の向上、在庫管理を徹

底し、収益性を高める取り組みを行っております。また、ライセンス及びセールスプロモーションビジネスでは、

キャラクターのキャンペーン展開の提案を行っております。 

    上記の結果、売上高84,569千円（前年同期比3.8％増）、営業損失526千円（前年同期は3,614千円の営業損失）

となっております。 

   （パッケージソフトウェア事業） 

    パッケージソフトウェア事業におきましては、顧客ニーズの変化を捉え、コアなゲームファン向けのタイトルと

して８年ぶりの新作となる「メダロット」シリーズの新作を発売いたしました。また、「Enjoy！ Diet」シリーズ

では「シェイプボクシング Wiiでエンジョイダイエット！」の国内外での実績を踏まえ、引き続きヘルスケア向

けの新作タイトルの発売に向け開発を進めております。 

    上記の結果、売上高462,170千円（前年同期比48.6％増）、営業利益226,933千円（前年同期比172.6％増）とな

っております。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

   ①資産、負債及び純資産の状況 

    当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して511千円減少した8,631,761

千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が150,291千円の増加となったものの、受取手形及び売掛金が

19,780千円の減少、流動資産のその他が43,691千円の減少、投資有価証券が47,787千円の減少、投資その他の資産

のその他が38,690千円の減少となったことによるものであります。 

    負債合計は、前連結会計年度末と比較して156,911千円減少した965,146千円となりました。その主な要因は、未

払法人税等199,922千円の減少によるものであります。 

    純資産は、前連結会計年度末と比較して156,400千円増加した7,666,614千円となりました。その主な要因は、四

半期純利益の影響により利益剰余金が298,312千円増加したものの、剰余金の配当により利益剰余金が119,119千円

の減少となったことによるものであります。 

   ②キャッシュ・フローの状況 

    当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、6,505,344千円と前連結会計

年度末より150,291千円の増加となりました。 

    当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況及びこれらの要因は次のとおりであります。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動の結果得られた資金は67,266千円（前年同期比82.5％減）となりました。これは主に、税金等調整前四

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



   半期純利益541,953千円の増加要因があった一方で、投資有価証券売却益114,414千円、法人税等の支払額356,979

千円の減少要因により一部相殺されたことによるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動の結果得られた資金は115,052千円（前年同期比86.2％減）となりました。これは主に、投資有価証券

の売却による収入126,000千円によるものであります。 

   （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動の結果使用した資金は21,428千円（前年同期は175,517千円の資金減少）となりました。これは主に、

配当金の支払額21,395千円によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

    平成23年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績見通しは、平成22年５月12日付の決算短信で公表

した数値からの変更はありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理  

・固定資産の減価償却費の算定方法 

    年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により、四半期連結会計期間又は期首からの累計期間の減価

償却費として計上しております。 

・棚卸資産の評価方法 

    当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

    また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

・経過勘定項目の算定方法 

    固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法による概算額で計

上する方法によっております。 

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

    法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発

生状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

      ・会計処理基準に関する事項の変更  

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ95千円減少し、税金等調整前四半期純利益は5,586千円減少

しております。 

       ・表示方法の変更 

     四半期連結損益計算書関係 

     「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間より、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,505,344 6,355,053

受取手形及び売掛金 1,204,579 1,224,359

商品及び製品 23,687 20,836

仕掛品 3,465 618

原材料及び貯蔵品 65 171

その他 93,652 137,344

貸倒引当金 △33,223 △28,080

流動資産合計 7,797,572 7,710,303

固定資産   

有形固定資産 63,795 66,423

無形固定資産 27,521 27,995

投資その他の資産   

投資有価証券 435,331 483,118

その他 351,100 389,790

貸倒引当金 △43,559 △45,359

投資その他の資産合計 742,872 827,550

固定資産合計 834,188 921,969

資産合計 8,631,761 8,632,272

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 47,413 17,584

営業未払金 471,716 530,868

未払法人税等 174,221 374,144

賞与引当金 6,439 －

その他 265,355 199,460

流動負債合計 965,146 1,122,058

負債合計 965,146 1,122,058

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,669,000 2,669,000

資本剰余金 2,466,023 2,466,023

利益剰余金 3,033,600 2,854,407

自己株式 △448,519 △448,487

株主資本合計 7,720,103 7,540,943

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △54,855 △31,777

評価・換算差額等合計 △54,855 △31,777

新株予約権 1,366 1,049

純資産合計 7,666,614 7,510,214

負債純資産合計 8,631,761 8,632,272



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,437,087 1,487,379

売上原価 636,807 630,886

売上総利益 800,279 856,492

販売費及び一般管理費 402,833 404,565

営業利益 397,445 451,927

営業外収益   

受取配当金 25,400 －

貸倒引当金戻入額 － 1,800

その他 3,145 233

営業外収益合計 28,545 2,033

営業外費用   

投資事業組合運用損 2,661 557

為替差損 1,327 10,599

持分法による投資損失 － 9,773

自己株式取得費用 1,802 －

その他 － 0

営業外費用合計 5,792 20,931

経常利益 420,198 433,029

特別利益   

投資有価証券売却益 － 114,414

特別利益合計 － 114,414

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,490

特別損失合計 － 5,490

税金等調整前四半期純利益 420,198 541,953

法人税、住民税及び事業税 25,380 167,978

法人税等調整額 151,154 75,662

法人税等合計 176,535 243,641

少数株主損益調整前四半期純利益 － 298,312

四半期純利益 243,663 298,312



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 420,198 541,953

減価償却費 7,173 5,790

のれん償却額 3,002 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,324 3,342

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,405 6,439

受取利息及び受取配当金 △25,735 △255

為替差損益（△は益） 1,327 10,599

投資有価証券売却損益（△は益） － △114,414

投資事業組合運用損益（△は益） 2,661 －

持分法による投資損益（△は益） － 9,773

売上債権の増減額（△は増加） 68,728 19,780

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,430 △5,591

前渡金の増減額（△は増加） 34,071 －

仕入債務の増減額（△は減少） 9,442 29,828

営業未払金の増減額（△は減少） △34,728 △59,152

未払金の増減額（△は減少） △93,970 △31,095

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,945 10,144

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

－ △10,922

その他 6,438 7,624

小計 423,715 423,844

利息及び配当金の受取額 28,858 400

法人税等の支払額 △69,289 △356,979

営業活動によるキャッシュ・フロー 383,285 67,266

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,319 △6,144

投資有価証券の取得による支出 △3,654 －

投資有価証券の売却による収入 844,193 126,000

無形固定資産の取得による支出 △2,465 －

その他 △2,533 △4,802

投資活動によるキャッシュ・フロー 834,219 115,052

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △149,899 △33

配当金の支払額 △25,617 △21,395

財務活動によるキャッシュ・フロー △175,517 △21,428

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,327 △10,599

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,040,659 150,291

現金及び現金同等物の期首残高 4,602,025 6,355,053

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,642,684 6,505,344



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業の区分方法  

 事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

 ２．各区分に属する主要な製品 

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

     前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

  当社グループは、事業グループごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。 

  したがって、当社グループは、事業グループを基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「モバイルコンテンツ事業」、「モバイルコマース事業」及び「パッケージソフトウェア事業」の３つを

報告セグメントとしております。 

  「モバイルコンテンツ事業」は、モバイルコンテンツの提供を主なサービスとしております。「モバイルコ

マース事業」は、モバイルコマース、キャラクターグッズ製造及びライセンス等を主なサービスとしておりま

す。「パッケージソフトウェア事業」は、家庭用ビデオゲーム機向けソフトウェアの提供を行っております。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

モバイル 
コンテンツ

事業 
（千円） 

モバイル 
コマース 
事業 

（千円） 

パッケージ
ソフト 

ウェア事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  1,045,212  81,077  310,797  1,437,087  －  1,437,087

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 4,500  384  239  5,123 (5,123)  －

計  1,049,712  81,461  311,037  1,442,210 (5,123)  1,437,087

営業利益(又は営業損失)  422,132  (3,614)  83,249  501,768 (104,322)  397,445

事業区分 事業内容 

モバイルコンテンツ事業 モバイルコンテンツ 

モバイルコマース事業 モバイルコマース、キャラクターグッズ製造及びライセンス等 

パッケージソフトウェア事業 家庭用ビデオゲーム機向けソフトウェア 



  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）１．セグメント利益（又は損失)の調整額は、セグメント間取引消去△3,396千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△128,720千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に

かかる費用であります。 

   ２．セグメント利益（又は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

  (追加情報) 

    当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

    なお、報告セグメントは、新基準適用後も変更ありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

  

モバイル 
コンテンツ 

事業 
（千円） 

モバイル 
コマース 
事業 

（千円） 

パッケージ 
ソフト 

ウェア事業 
（千円） 

計 
（千円） 

調整額 
（千円）  

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（千円） 

売上高                                    

    外部顧客への売上高  941,302  84,185  461,890  1,487,379  －  1,487,379

    セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 4,500  384  279  5,163 (5,163)  －

計  945,802  84,569  462,170  1,492,543 (5,163)  1,487,379

セグメント利益(又は損失)  357,636 (526)  226,933  584,043 (132,116)  451,927

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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